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理
事
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
来

年
の
全
国
大
会
（
奈
良
大
会
）
の
中
止

を
決
め
た
。
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
８

月
末
ま
で
に
開
催
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
な

ど
の
事
業
報
告
、
中
間
決
算
報
告
も
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
了
承
し
た
。
議
案
、

報
告
事
項
の
概
要
は
次
の
通
り
。

第
１
号
議
案
「
奈
良
大
会
中
止
」

今
年
開
催
の
予
定
が
１
年
延
期
さ
れ

て
い
た
全
国
大
会
（
奈
良
大
会
）
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
安
心
安
全
な
開
催
が

依
然
と
し
て
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
中

止
す
る
。
毎
年
度
開
催
し
て
い
た
全
国

大
会
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
今
後
の
予

定
を
立
て
ず
に
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い

て
か
ら
改
め
て
検
討
す
る
。
奈
良
大
会

担
当
の
田
伏
清
副
会
長
は
「
開
催
し
た

場
合
の
協
賛
や
参
加
者
数
を
考
え
る
と

資
金
的
に
も
厳
し
い
。
地
元
の
協
議
で

は
、
中
止
し
て
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し

が
立
っ
て
か
ら
再
検
討
し
た
い
と
い
う

結
論
に
な
っ
た
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

第
２
号
議
案
「
新
規
事
業
」

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、赤
枝
眞
紀
子
会
長
）

は
10
月
27
日
、２
０
２
１
年
度
第
４
回
理
事
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
き
、

ケ
ア
の
質
向
上
を
目
指
す
新
規
事
業
と
し
て
、
実
務
者
研
修
事
業
を
来
年
秋

以
降
に
開
催
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
こ
の
事
業
に
先
立
ち
介
護
福
祉
士
実

習
指
導
者
や
実
務
者
研
修
、
医
療
的
ケ
ア
の
教
員
を
養
成
す
る
講
習
会
を
今

年
度
か
ら
始
め
る
。
さ
ら
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
ケ
ア
の
質
向
上
や
組
織

活
性
化
な
ど
の
た
め
、
現
場
の
専
門
職
種
に
よ
る
優
良
事
例
を
募
集
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

傾
向（
単
年
度
平
均
約
９
万
人
増
）と
、

介
護
福
祉
士
合
格
者（
毎
年
約
４
万
人
）

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
事
業
と
し

て
来
年
９
月
以
降
、
実
務
者
研
修
事
業

を
ま
ず
神
奈
川
県
と
地
方
１
県
で
実
施

す
る
。
ニ
ー
ズ
が
高
け
れ
ば
順
次
、
地

方
開
催
を
増
や
す
。
そ
の
講
師
を
養
成

す
る
た
め
、「
介
護
福
祉
士
実
習
指
導

者
（
来
年
１
月
）」「
実
務
者
研
修
教
員

（
同
３
月
）」「
医
療
的
ケ
ア
教
員
（
詳

細
検
討
中
）」
の
３
つ
の
講
習
会
を
そ

れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
推
進

協
の
懸
上
忠
寿
事
務
長
は
「
実
務
者
研

修
事
業
の
先
生
を
養
成
す
る
講
習
会
は

年
明
け
か
ら
始
め
た
い
。
こ
う
し
た
指

導
者
が
い
る
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
施
設
を

実
現
す
る
た
め
に
も
是
非
、
会
員
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
呼
び
か

け
た
。
ま
た
、
事
業
の
実
務
を
担
当
す

る
尾
島
朱
美
研
修
室
長
は
「
ケ
ア
の
質

向
上
や
人
材
確
保
な
ど
で
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
有
意
義
な
研
修
、
講
習
で

あ
り
、
推
進
協
の
事
業
の
顔
の
一
つ
に

な
る
よ
う
に
し
っ
か
り
準
備
を
進
め
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

参
加
者
募
集
は
11
月
か
ら
推
進
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め
る
。
赤
枝
会
長

は
事
務
局
に
対
し
「
事
業
の
実
現
ま
で

は
長
丁
場
な
の
で
、
今
後
は
理
事
会
の

た
び
に
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
会
員
の

メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
具
体
的
に
説
明
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
指
示
し
た
。

第
３
号
議
案
「
専
門
職
種
の
事
例
研
究

募
集
」

今
後
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
ユ
ニ

ッ
ト
型
施
設
の
ケ
ア
の
質
向
上
を
図
る

た
め
、
現
場
に
あ
る
優
良
事
例
を
共
有

す
る
機
会
と
し
て
新
設
す
る
。
具
体
的

に
は
①
栄
養
・
口
腔
②
看
護
③
生
活
支

援
④
介
護
⑤
施
設
管
理
︱
︱
の
各
分
野

で
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
ケ
ア
の
質
向

上
に
資
す
る
事
例
研
究
テ
ー
マ
を
自
由

に
設
定
し
、
指
定
の
様
式
で
来
年
３
月

末
ま
で
に
応
募
す
る
。

推
進
協
の
審
査
部
会
で
分
野
別
の
最

優
秀
賞
を
決
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

そ
の
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
を
開
催

し
、
毎
年
度
定
例
で
実
施
を
目
指
す
。

第
４
号
議
案
「
そ
の
他
」

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
見
合
さ
れ
て
い

る
故
赤
枝
雄
一
・
前
会
長
（
今
年
４
月

死
去
）
を
し
の
ぶ
会
に
つ
い
て
、
佐
々

木
亀
一
郎
・
総
務
企
画
広
報
委
員
長
が

「
今
後
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
改
め
て

開
催
を
計
画
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案

し
た
。
ほ
か
の
理
事
か
ら
も
「
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
い
て
い
る
今
、
理
事
が
顔

を
合
わ
せ
、
赤
枝
前
会
長
と
お
別
れ
す

る
会
を
是
非
、
招
集
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
た
。
今
後
、
執
行
委
員

会
な
ど
で
開
催
に
向
け
て
相
談
す
る
。

報
告
事
項
「
実
地
研
修
再
開
へ
」

事
業
報
告
で
事
務
局
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て

中
止
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の

実
地
研
修
に
つ
い
て
、
研
修
施
設
と
協

議
し
な
が
ら
計
画
案
を
策
定
し
、
円
滑

な
再
開
を
目
指
す
と
し
た
。
再
開
時
期

は
、
現
状
で
は
来
年
度
の
早
い
段
階
を

想
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
赤
枝
会
長
は
「
再
開

は
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
慎
重
に
混
乱

の
な
い
よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
。
実
地

研
修
施
設
を
増
や
す
取
り
組
み
も
強
化

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
述
べた
。

ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
人
材
と
施
設
の
実
現
へ

新
た
に
実
務
者
研
修
事
業
開
催

新
た
に
実
務
者
研
修
事
業
開
催

第
４
回
理
事
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）新型コロナウイルスの感染状況を考慮しながら

今後の事業方針を話し合うオンライン参加者

「介護福祉士実習指導者（座学研修は来年１月実施）」「実務者研修教員（座学研修
は同３月実施）」は新型コロナウイルスの感染対策のため、研修はeラーニング
と座学（オンライン）を併用して開催。詳細、申し込みは、全国個室ユニット型
施設推進協議会のホームページ（https://www.suishinkyo.net/）より上記バナー
をクリック。

推
進
協
は
11
月
２
日
、北
部
九
州（
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
各
県
）
の
会
員
を
対

象
に
今
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
等
に
関

す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、約
50
人
が
参
加
し
た
。

次
回
報
酬
改
定
に
向
け
た
推
進
協
と

し
て
の
組
織
的
な
要
望
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
地
域
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
意

見
交
換
の
一
環
。
初
め
に
今
年
度
改
定

の
あ
ら
ま
し
と
社
会
保
障
を
取
り
巻
く

情
勢
を
報
告
し
た
藤
村
二
朗
・
介
護
保

険
委
員
長
は
、
全
体
で
＋
0
・
7
0
％

と
な
っ
た
改
定
の
考
え
方
な
ど
を
説
明

し
た
う
え
で
「
我
々
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施

設
と
し
て
何
を
望
み
、
地
域
の
利
用
者

さ
ん
の
た
め
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
り
、
次
回
改
定
に
向
け
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

事
務
局
が
事
前
に
示
し
た
今
回
改
定

に
関
す
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論

し
た
。
全
体
の
意
見
交
換
で
は
参
加
者

か
ら「
細
分
化
さ
れ
た
新
規
の
加
算
は
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
自
分
な
り
に
解
釈
し
た
が
正

し
い
の
だ
ろ
う
か
」「
L
I
F
E
（
科

学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
へ
の
対
応

は
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が

正
し
い
か
ど
う
か
戸
惑
い
な
が
ら
も
な

ん
と
か
取
り
組
ん
で
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
入
居
待
機
者

が
減
っ
て
い
る
施
設
の
現
状
や
営
業
活

動
の
実
態
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
人
材
育
成

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

推
進
協
は
今
後
も
、
介
護
報
酬
の
次

回
改
定
に
向
け
て
会
員
と
の
意
見
交
換

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

北
部
九
州
タ
ウ
ン
ミ
ー
ティ
ン
グ
開
催

北
部
九
州
タ
ウ
ン
ミ
ー
ティ
ン
グ
開
催

介
護
報
酬
改
定
の
論
点

介
護
報
酬
改
定
の
論
点    

意
見
交
換

意
見
交
換

ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め

資
格
修
得
指
導
者
を
養
成

全
国
の
最
近
の
介
護
職
員
数
の
増
加
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し
ば
ら
く
休
刊
し
て
お
り
ま
し

た
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
で
す
が
、
今

月
か
ら
2
面
、
来
年
か
ら
は
従
来

通
り
の
4
面
で
復
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
有
意
義
な
情
報
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
気
持
ち
新

た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
な

ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
山
）

全
国
８
施
設
が
発
表

大
会
冒
頭
、
赤
枝
会
長
は
「
施
設
の

環
境
は
ケ
ア
の
質
に
直
結
す
る
。
ユ
ニ

ッ
ト
の
職
員
み
ん
な
で
考
え
、
改
善
に

つ
な
げ
る
こ
と
か
ら
ケ
ア
向
上
の
好
循

環
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
た
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
は
施
設
の
環

境
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム（
６
ス
テ
ッ
プ
）

の
う
ち
主
に
ス
テ
ッ
プ
２
の
「
環
境
の

課
題
を
抽
出
す
る
」
た
め
に
行
う
環
境

評
価
手
法
。
施
設
内
の
写
真
に
つ
い
て

の
コ
メ
ン
ト
を
環
境
支
援
指
針

（
P
E
A
P
）
に
よ
る
分
類
書
式
に
記

入
し
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
作

り
、
点
検
す
る
こ
と
で
課
題
の
整
理
や

共
有
、
改
善
目
標
の
決
定
が
効
果
的
に

進
め
ら
れ
る
。

カ
ー
ド
の
作
り
方
を
説
明
し
た
児
玉

代
表
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
の
利

点
と
し
て
▽
長
所
と
課
題
の
可
視
化
▽

各
職
員
が
参
加
し
、
感
じ
た
こ
と
を
自

由
に
表
現
で
き
る
▽
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
課
題
を
共
有
で
き
る
︱

︱
な
ど
を
挙
げ
た
。

発
表
で
は
８
施
設
の
職
員
計
10
人
が

作
成
し
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
示

し
な
が
ら
、
事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
の

う
ち
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
か
の
花

（
兵
庫
県
）
の
岡
田
岳
志
さ
ん
は
居
室

に
つ
い
て「
個
人
の
持
ち
物
が
少
な
い
。

（
利
用
者
に
）
家
と
感
じ
て
い
た
だ
け

て
な
い
の
で
は
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を

つ
け
た
カ
ー
ド
を
発
表
し
、「
毎
日
接

し
て
い
る
と
違
和
感
が
な
く
な
る
環
境

の
課
題
を
、
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
で
再

認
識
で
き
た
」
な
ど
と
述
べ
た
。

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、赤
枝
眞
紀
子
会
長
）

は
10
月
18
日
、
第
１
回
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
環
境
に
つ
い
て
認
知
症
高
齢
者
を
支
援
す
る

視
点
か
ら
現
場
職
員
が
客
観
的
に
評
価
し
、
ケ
ア
の
質
向
上
に
つ
な
げ
る
の

が
狙
い
。
参
加
し
た
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
全
国
８
施
設
の
職
員
が
、
各

施
設
内
の
居
室
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
気
付
い
た
環
境
面
の
課
題
や
工
夫
を
撮

影
し
た
写
真
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
カ

ー
ド
を
発
表
し
、
講
師
の
児
玉
桂
子
・
ケ
ア
と
環
境
研

究
会
代
表（
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
＝
顔
写
真
）

が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
つ
い
て
評
価
、
助
言
し
た
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
を

初
開
催
の
今
大
会
に
つ
い
て
は
、
推

進
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催
を
知

り
、
初
め
て
知
っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
カ

ー
ド
の
作
り
方
か
ら
学
ん
で
応
募
し
た

参
加
者
も
い
た
。
児
玉
代
表
は
総
評
で

「
皆
さ
ん
多
忙
な
中
で
、
素
敵
な
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

た
。
高
齢
者
が
望
む
暮
ら
し
や
ケ
ア
の

実
現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

な
ど
と
話
し
た
。

推
進
協
で
は
今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、

今
後
も
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
大
会
を
継

続
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

都道府県 施設名 発表者
北海道 地域密着型介護老人福祉施設かっこうの杜 宮内香奈子
東京 特別養護老人ホームなぎさ和楽苑 池田めぐみ
神奈川 特別養護老人ホームしょうじゅの里小野鳥澤　清人
神奈川 特別養護老人ホームしょうじゅの里三保小出美穂子
神奈川 特別養護老人ホームしょうじゅの里三保秋山俊太郎
岐阜 特別養護老人ホーム岐南仙寿うれし野 吉田　昌孝
岐阜 特別養護老人ホーム岐南仙寿うれし野 辻　　章子
大坂 特別養護老人ホームくみのき苑しらさぎ阿波野達也
兵庫 特別養護老人ホームおかの花 岡田　岳志
鹿児島 特別養護老人ホーム慈眼寺園 吉田　　岬

10
月
7
日
、
推
進
協
は
第
2
回
実
地

研
修
施
設
勉
強
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

し
、27
施
設
か
ら
約
40
人
が
参
加
し
た
。

懸
上
忠
寿
事
務
長
が
新
規
に
実
地
研

修
施
設
と
な
っ
た
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅

子
ケ
谷
（
神
奈
川
県
・
大
和
田
竜
太
施

設
長
）」「
慈
眼
寺
園
（
鹿
児
島
県
・
川

島
葉
留
美
施
設
長
）」
の
2
施
設
と
、

７
割
が
実
地
研
修
再
開
を
要
望

キャプション発表者

【上】オンラインで
開かれた第2回実地
研修施設勉強会
【左】実地研修再開
アンケート結果

9
月
1
日
に
研
修
室
長
に
就
任
し
た
尾

島
朱
美
氏
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
懸
上
事
務
長
は
「
政
府
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
な
ど
の
活
用
を
前

提
に
11
月
頃
か
ら
県
境
を
越
え
る
移
動

な
ど
の
行
動
規
制
の
緩
和
を
容
認
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
」
と
話
し
、
実

地
研
修
再
開
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
約
７
割
が
「
十
分
な
感
染

対
策
を
施
設
お
よ
び
研
修
生
が
共
に
す

れ
ば
可
能
と
考
え
る
」「
実
地
研
修
を

再
開
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
。

一
方
で
再
開
に
あ
た
っ
て
は
「
家
族

と
の
面
会
も
制
限
し
て
い
る
。
ま
だ
ま

だ
油
断
で
き
な
い
不
安
定
な
状
況
だ
」、

「
介
護
福
祉
士
な
ど
の
実
習
生
は
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
2
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
や
実

習
中
は
バ
イ
ト
に
行
か
な
い
な
ど

ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
」「
受
け
入

れ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ほ

し
い
」
と
言
っ
た
声
が
あ
が
っ
た
。

懸
上
事
務
長
は
「
各
実
地
研
修
施

設
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
再
開
を

視
野
に
入
れ
て
、
取
り
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
小
野
（
神
奈
川
県
）
の
鳥
澤
清
人

さ
ん
は
、
元
釣
り
竿
職
人
の
利
用
者
が

慣
れ
親
し
ん
だ
釣
り
竿
を
居
室
内
に
効

果
的
に
配
置
、
活
用
し
た
事
例
を
紹
介

し
た
。
児
玉
代
表
は
「
個
性
あ
る
居
室

づ
く
り
こ
そ
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

の
強
味
。
利
用
者
が
参
加
し
た
工
夫
を

実
現
し
た
貴
重
な
例
だ
」と
評
価
し
た
。

亡
く
な
っ
た
夫
と
共
に
活
躍
し
て
い

た
時
代
の
写
真
な
ど
、
大
切
な
も
の
を

目
に
つ
く
場
所
に
置
き
、
時
計
や
テ
レ

ビ
の
位
置
を
固
定
し
て
生
活
の
リ
ズ
ム

や
安
心
感
に
配
慮
し
た
女
性
の
居
室
を

紹
介
し
た
の
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ぎ
さ
和
楽
苑
（
東
京
都
）
の
池
田
め

ぐ
み
さ
ん
。
発
表
し
た
３
枚
の
カ
ー
ド

に
つ
い
て
児
玉
代
表
は
「
職
員
が
利
用

者
や
家
族
ら
と
協
力
し
て
築
い
た
環
境

の
好
例
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
そ
の
人

ら
し
く
生
活
で
き
る
、
環
境
支
援
の
ゴ

ー
ル
に
近
い
取
り
組
み
だ
」と
述
べ
た
。

PEAP

１見当
識

２機能

３刺激

４安全

５継続
性

６選択

７プラ
イバ
シー

８ふれ
あい

０他

○･×･!?
しょうじゅの里小野

①
日時 No.

2021.10.14
14：00 1

場所

2階3番町 居室
ご入居者様にとって

入居前のお仕事であ
る釣竿職人としての
暮らしの継続

ということについて
ご入居者様が職業と
して慣れ親しんだ
『釣竿作り』という
特技や習慣を生活環
境に取り入れること
で“自律支援”に結び
付いている
と思った

キャプションカード

写真を貼付け

元釣り竿職人の個性ある居室を紹介した
鳥澤清人さん（特別養護老人ホームしょ
うじゅの里小野）のキャプションカード

ステップ1
ケアと環境への気づきを高める
「認知症高齢者への環境支援指針」（PEAP日本版３）の学習
を通じて、ケアと環境への視点や気づきを共有。

ステップ2
環境への課題をとらえて、目標を定める
参加型手法である「キャプション評価法」を用いて施設環境
の課題や場所を抽出して、環境づくりの目標を設定。

ステップ3

環境支援の計画を立てる
「暮らし方シミュレーション・シート」を用いて理想の暮ら
し方やケアを描き、それを実現するために「環境支援アイデ
ィア・シート」を活用して、社会的・物理的・運営的環境に
ついて具体的な改善のアイディアを広く出す。

ステップ4
環境支援を実施する
「実施条件の整理シート」を用いて、環境支援のアイディア
を整理して、取り組みやすく効果があるものから実施。

ステップ5
新たな環境を暮らしとケアに活かす
新たな環境を積極的に暮らしやケアプランに活用して、認知
症のある高齢者の暮らしやケアを変える。

ステップ6

環境支援を振り返る
「環境支援実践シート」により環境支援の取り組みを振り返
り、効果や課題の整理。環境支援の効果を検証するために、「利
用者の行動変化評価表」等を活用。それらに基づき、次の環
境支援につなげる。

参加者のコミュニケーションや思考を助ける豊富なツール

キャプションカードの作り方などを記載している書籍はこちら
中央法規
https://www.chuohoki.co.jp/products/
welfare/3345/

キャプション
評 価 大 会

状
況
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

発表されたキャプションカードの評価、助言を
受けて効果や課題を共有するオンライン参加者

利
用
者
が
望
む
環
境
づ
く
り

可
視
化
で
課
題
・
成
果
を
共
有

事
務
局
か
ら

事
務
局
か
ら
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